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軍需品製造からスタート
　株式会社天童木工は、高度な成形合板技術を
もち、コントラクト家具や一般家庭向け家具の
ほか、自動車内装部品まで手がける木製家具
メーカーである。
　創業は1940年。地元の大工や指物師、建具職
人が集まり、「天童木工家具建具工業組合」を結
成したのが始まりだった。1942年には有限会社
天童木工製作所を設立。当初は、軍需品である
弾薬箱の製造が中心で、戦争末期には木製おと
り飛行機なども製造した。
　終戦後は、家庭向けのちゃぶ台などのほか、
進駐軍向け家具の製造を手がけるように。当時、
進駐軍家具を製造していた家具メーカーは製品
の品質に応じてランク付けをされていたが、そ
こで天童木工は特Ａランクと高い評価をうけて
いた。

成形合板家具製造のパイオニア
　天童木工が得意とするのが、成形合板の技術
である。成形合板とは、薄くスライスした板を、
木目が交差するように重ね合わせて型に入れ、
熱と圧力を加えて成形したもので、丈夫で軽く、
曲線を表現しやすいという特徴がある。この技
術を導入したのは、戦時中に木製おとり飛行機
の製造を始めたときだが、その際、当時仙台に
あった商工省の工芸指導所が大きな役割を果た
した。工芸指導所からはその後も継続的に技術
指導をうけ、技術の向上に大いに役立った。
　1947年には、木材の加熱を効率的に行うこと
ができる高周波発振装置を購入し、成形合板家
具の製造に本格的に着手。鉄道の乗車料金が0.5
円という時代に、25万円もする設備を導入する
ことは賭けだったが、それが結果的には「成形
合板の天童木工」としての地位を築く基礎と
なった。当時、この装置を導入していた民間企
業は、天童木工のほかにはなかったという。

　天童木工では、成形合板家具の製造を始めた
当初から、企業や官公庁などに納入するコント
ラクト家具を手がけていたが、1953年に、建築
家の丹下健三氏が設計した愛媛県民会館に、成
形合板の客席椅子1,400脚を納入したことが大
きな話題を呼ぶ。それ以降、皇居をはじめ、官
公庁や公共施設、企業のオフィス、ホテルなど
多くの取引先に家具を納入するようになり、現
在では、コントラクト家具の分野で国内トップ
クラスの納入実績を誇っている。
　また、天童木工は、複雑な加工を可能にする
成形合板の技術を活かし、これまで数多くの建
築家やデザイナーのデザインを形にしてきた。
なかでも有名なのが、1956年に発表された柳宗
理氏デザインの「バタフライスツール」である。
初めての３次元加工ということもあって、多く
の時間と労力がかかったが、完成したスツール
は、ニューヨーク近代美術館や、パリのルーブ
ル美術館のパーマネ
ントコレクションに
なるなど、世界的に
も高い評価をうけて
いる。
　デザイナーとの協
働については言うま
でもなく、特注品で
あるコントラクト家
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具の製作にあたっても、発注者から出される要
求は、高度な技術が必要とされるものが多い。
天童木工は、そうした要求に応えようと技術開
発を進め、技能を磨き、現在の成形合板家具メー
カーとしての地位を確立した。「お客様から育て
られた」と加藤社長は語る。

自動車内装部品の製造を開始
　1987年には、自動車内装部品の製造を開始し
た。当時、ホンダ初の高級車生産にあたって、
木製パネルの製造を手がけられる業者を探して
おり、部品メーカーを通じて天童木工に打診が
あった。
　自動車部品に求められる品質基準は厳格で、
歩留まり率も99％以上と非常に高いのが常識
とされる。木材製品の歩留まり率は通常20％程
度で、そのギャップを埋めるために大きな苦労
があった。また、何万台単位という大量の注文
も、家具作りでは経験したことがなかった。し
かしながら、「この仕事を引き受けたことで、天
童木工のものづくりの幅は大きく広がった」と
社長は言う。これまでの成形合板家具作りで培
われてきた技術が自動車部品製造に活かされ、
一方で、自動車部品作りで新しく触れることと
なった技術が家具作りに活かされるなど、相乗
効果が生まれた。現在は、ホンダのほかにもト
ヨタ、日産、いすゞなどのメーカーに内装部品
を納入しており、天然木を使用した木製パネル
や、ハンドルの製造を行っている。

針葉樹を使用した家具を開発
　今年４月には、スギ材を使用した成形合板家
具を発表。スギやヒノキなどの針葉樹は木質が
柔らかく、これまではデザイン性の高い家具の
製造には向かないとされていた。しかしながら、
天童木工は、通常よりも厚切りにした木材に、
独自の圧密加工（圧縮加熱加工）を行ったうえ
で、成形合板技術によって成形するという方法
で、強度とデザイン性を兼ね備えた家具を開発
することに成功した。
　スギの学名は「Cryptomeria japonica（クリプ
トメニア・ヤポニカ）」といい、隠された日本の

財産という意味をもつ。「この日本にしか存在し
ない財産をうまく活用する方法がないかと以前
から考えていた」と開発に携わった西塚直臣取
締役製造本部長は語る。日本国内の森林の多く
は、スギやヒノキなどの針葉樹であるが、これ
まではフローリングや柱などに用途が限られ、
国産木材の使用がなかなか進まない状況にあっ
た。こうしたなか、天童木工の技術を使えば、
地域内の木材が有効活用できるため、早くも全
国各地の自治体などからの問い合わせや注文が
多く入っている。

　「成形合板のトップランナーとして、何かやっ
てくれるだろうという期待に応えられる製品が
できたと感じている。この新技術を国産材の利
用拡大につなげていきたい」と社長。また、
「2020年の東京オリンピックでは、競技会場な
どに、被災地の木材を使用することが計画され
ている。それに対しても、このスギ材加工の技
術で貢献したい」と語った。天童木工はこれか
らも不可能を可能にするべく、新しい挑戦を続
けていく。
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　やまぎん情報開発研究所は、2012年より、山
形県内の消費動向を総合的に把握する試みとし
て、「やまぎん消費総合指数」を作成し、調査月
報に毎月掲載している。同指数は、内閣府が作
成する「消費総合指数」の考え方を参考として、
総務省「家計調査」を元に県内世帯の総消費支
出額を推計、指数化した指標である。詳しい作
成方法については、2012年８月号にトピックス
「『やまぎん消費総合指数』の作成について」と
して掲載している。
　今回、同指数の精度向上を図るため、作成方
法の一部を改定した。変更点は、単身世帯の消
費支出を推計する際に使用する「単身世帯修正
率」の算出方法で、以下の通りとなっている。

改定前

改定後

　改定前後で比較すると、月次推移については
大きな差はみられないが、県内総生産における
民間最終消費支出との比較においては、2010年
度を基準とする年度推移について、改定前より
も近い水準となった。
　「やまぎん消費総合指数」は、「家計調査」に
由来する月次のブレが大きい点や、県外への消
費流出分が加味されていない点など、依然とし
て様々な限界があるが、地域の消費動向の判断
材料として一層活用できるよう、今後も随時作
成方法の見直しを実施していく。
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やまぎん消費総合指数
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②　単身世帯修正率を求める。
ア．コア消費11費目について、総務省「全国消費
実態調査」と、同時期に実施された家計調査を
比較し、「全国消費実態調査（山形県・単身世
帯）の支出／家計調査（山形市・二人以上世帯）
の支出」で「単身世帯修正率」を作成する。

イ．なお、全国消費実態調査における山形県の単
身世帯の支出について、細分類につき未掲載の
ものは、東北地域の値を適用する。

②　単身世帯修正率を求める。
ア．総務省「家計調査」より、「北海道・二人以上
世帯」および「東北・二人以上世帯」の消費支
出について、世帯人員調整をしたうえで、それ
ぞれコア消費11費目を算出する。

イ．上記の北海道と東北のコア消費を調査対象世
帯数に応じて加重平均し、「北海道・東北・二
人以上世帯」のコア消費を算出する。

ウ．「家計調査」で四半期毎に発表される「北海
道・東北・単身世帯」のコア消費を、イで除し、
各月の「単身世帯修正率」を作成する。

民間最終消費支出との比較

やまぎん消費総合指数（改定前）
同上（改定後）
名目民間最終消費支出

（2010年度=100）

2001 20１２年度03 05 07 09 11
95
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基準年度

注）やまぎん消費総合指数は、2010年度月平均＝100として各年度の月平均
を指数化。民間最終消費支出は2010年度＝100として年度計を指数化。
2012年度は速報値。

資料：県企画振興部「山形県県民経済計算」等をもとに当行作成

「やまぎん消費総合指数」については、今月号
より改定値を掲載いたします。
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経済日誌

山　形　県

５月20日
新酒鑑評会　金賞獲得数全国トップ
　酒類総合研究所（広島県）が主催する全国新酒鑑
評会において、山形県の清酒17銘柄が金賞を獲得。
都道府県別では、福島県と並んで10年ぶりに全国
トップに。

５月23日
2015年日台観光サミット　本県開催決定
　日本と台湾の観光交流拡大を目指す「日台観光サ
ミット」を、2015年山形県で開催することが決定。
これまで国内での開催地は静岡県、石川県、三重県
で、東北での開催は初めてとなる。

５月23日
パイオニアレッドウィングス廃部へ
　東北パイオニア（天童市）は、女子バレーボール
部「パイオニアレッドウィングス」を今年９月末に
廃部にすると発表。1979年に創部、Vリーグ（現・
プレミアリーグ）で２度の優勝を達成した。

５月24日
東北六魂祭2014　山形で開催
　東北６県の夏祭りが集まる「東北六魂祭」が、山
形市内で５月24日（土）、25日（日）の２日間にわ
たって開催。延べ26万人の観光客が訪れた。

６月４日
ASPAC山形大会　開催
　「国際青年会議所アジア太平洋エリア会議
（ASPAC）山形大会」が、６月４日（水）～７日（土）
の４日間にわたって開催。研修会や交流事業などが
催され、22の国と地域から約8,000人が参加した。

６月14日
山形デスティネーションキャンペーン始まる
　JRと自治体、観光業者等が共同で実施する大型
観光キャンペーン「山形デスティネーションキャン
ペーン （DC）」が開幕。９月13日までの期間中、山
形の魅力を発信するPRイベント等が催される。山
形県での開催は10年ぶり。

東　　　北

５月30日
東北　医学部新設構想　３件申請
　文部科学省は、東北地方での医学部新設について、
宮城県、東北薬科大（仙台市）、脳神経疾患研究所（郡
山市）の３件の申請があったと発表。このうち１件
が夏頃までに採択される見通し。

５月31日
シンガポール　福島の食品輸入停止を解除
　シンガポールのリー・シェンロン首相は、福島県
産食品の輸入停止措置を解除すると表明。福島県
産食品は、東日本大震災後の2011年４月から輸入
禁止となっていた。

６月２日
福島第一原発　凍土壁の建設工事開始
　東京電力は、福島第一原子力発電所の建屋内に地
下水が流入して汚染水が増えることを防ぐため、凍
土壁の建設工事を開始した。2015年３月までに工
事を完了する予定。

６月４日
福島県　出生率1.53に上昇
　厚生労働省が発表した2013年人口動態統計によ
ると、福島県の合計特殊出生率は1.53で、前年比
0.12ポイント上昇。全国で最も高い伸び率に。山
形県は1.47で、前年比0.03ポイント上昇。

６月６日
宮城県試算　復興事業費9.5兆円
　宮城県は、東日本大震災の復旧・復興事業費が、
県と市町村を合わせた2020年度までの総額で約
9.5兆円になるとの見通しを発表。2011年12月時
点の試算に比べて約3.3兆円減少した。

６月10日
東北電力　東通原発の再稼動延期
　東北電力は、東通原発（青森県東通村）の再稼動
に向け、新規制基準による安全審査を申請。新基準
に基づき工程を見直したことにより、2015年７月
に設定していた再稼動時期は、2016年３月に。

2014年５月16日 ～ 2014年６月15日



１．業況判断BSI〈前年同期比〉
　業況判断BSI〈前年同期比〉〈前年（2013年４－
６月）に比べ業況が「良化する」企業の割合－
「悪化する」企業の割合〉は、前回調査（2014年
１－３月）に比べ－22.9ポイントの2.5となり、
５期ぶりに低下した。これは、東日本大震災直
後の2011年４－６月（－27.0ポイント）に次
ぐ低下幅であり、消費税率引き上げ前の駆け込
み需要を背景にした景況感の改善から一転し、
大幅悪化の動きとなっている。ただし、業況判
断BSIの水準そのものについては、４期連続で
「良化超」のプラス水準を維持したほか、前回調
査での予想（0.6）をわずかに上回っており、県
内企業の景況感には一定の底堅さもうかがえる。
　こうしたなか、2014年７－９月の予想は、今
回調査比＋12.4ポイントの14.9となる見込み。
内訳をみると、「良化する」が31.1％、「不変」
が52.8％、「悪化する」が16.2％となっており、
良化企業の割合が３割に回復するだけでなく、
悪化企業の割合が、2008年10－12月の同項目
の調査開始以来最も小さくなる見込み。消費税
率引き上げ後、夏にかけて業況が一段と悪化す
るとみる企業は、現在のところかなり少ない状
況となっている。

２．業種別の動き
　業況判断BSI〈前年同期比〉を業種別にみると、
製造業は前回調査比－25.1ポイントの12.5と
なり、６期ぶりに低下した。2011年４－６月
（－26.3ポイント）に次ぐ大きな低下幅となっ
たが、４期連続で「良化超」のプラス水準を維
持しており、さらに、前回調査での予想（4.4）
も大きく上回った。
　内訳をみると、９業種すべてが前回調査に比
べて低下したものの、５業種が「良化超」の水
準を維持した。窯業・土石では、公共工事をは
じめとする建設需要の増加が続き、BSIが高水
準になっているほか、鉄鋼・金属も、首都圏向
けの建材需要などの拡大が下支えとなっている。
また、電気機械、一般機械については、輸出環
境の改善なども寄与して、国内外ともに受注増
の動きがみられた。
　また、非製造業は前回調査比－20.5ポイント
の▲5.7で、２期連続で低下し「悪化超」に転じ
た。さらに、前回調査での予想（▲2.8）を下回
るなど、製造業に比べて景況感の冷え込みが厳
しくなっている。
　内訳をみると、６業種すべてが前回調査に比
べて低下しており、うち４業種が「悪化超」の
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2014年４－６月調査の結果概要
～ 業況判断BSIは５期ぶりに大幅低下、ただし先行きは改善予想 ～
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悪化回答割合良化回答割合 業況判断BSI

業況判断BSI〈前年同期比〉と回答内訳



水準に転じた。全業種中BSIが最も低水準と
なったのは小売業で、自動車や家電といった耐
久消費財だけでなく、食料品等の一般消費財も
含め、幅広い分野で消費税率引き上げ後は売上
が反動減となり、業況が冷え込んでいる。また、
運輸業、卸売業、旅館・ホテル, 飲食業につい
ても、おおむね同様の動きがみられ「悪化超」
となっている。ただし、建設業・不動産業につ
いては、前回調査比では若干低下したものの、
前期からの繰越も含めて、公共工事、民間工事
ともにある程度受注が確保されているとして、
BSIは「良化超」の水準を維持した。

　2014年７－９月の予想については、製造業は
今回調査比＋14.0ポイントの26.5となり、前々
回調査（2013年10－12月）並の高水準に近づ
く見通しとなっている。内訳をみると、繊維・
衣服を除く８業種でBSIが20以上の高水準にな
る見込み。また、非製造業は今回調査比＋11.0
ポイントの5.3で、製造業に比べれば低水準なが
ら、再び「良化超」に転じる見込み。内訳をみ
ると、旅館・ホテル, 飲食業が山形デスティ
ネーションキャンペーンへの期待などから大幅
な改善を見込むものの、小売業では「悪化超」
が続くほか、建設業・不動産業は、「良化超」を
維持しつつも３期連続でBSIが低下する見込み
になっている。
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　「やまぎん企業景況サーベイ」は、企業の景況感を明らかにすることを目的に、山形県内に本社および事業所
を有する企業を対象として四半期ごとに実施している調査です。調査票は、山形銀行の本支店（一部店舗を除
く）を通じて配布・回収しております。
【調査要領】　調査対象期間　　2014年４－６月
　　　　　　今回の回答社数　　548社／620社（回答率　88.4％）
　業況判断BSIの地区別や、従業員BSI、資金繰りBSI等も含めた調査結果の詳細は、７月初めに、当行ホーム
ページの「調査月報」コーナーに掲載しますので、こちらもあわせてご覧ください。

▲50以下▲50超
▲15以下

▲15超
15未満

15以上
50未満50以上業況判断

BSI

マーク

製造業の業況判断BSI〈前年同期比〉

今回比7－9月前回比4－6月
2014年
1－3月

2013年
10－12月

調査時期
業種

+14.026.5-25.112.537.624.3
製　造　業

+20.425.0-6.54.611.18.5
食料品・飲料

-20.0▲ 30.0-48.4▲ 10.038.427.3
繊維・衣服

+37.231.3-53.0▲ 5.947.153.3
木材・家具

±0.042.9-42.842.985.778.6
窯業・土石

-11.530.8-23.142.365.421.8
鉄鋼・金属

-9.922.2-3.432.135.521.2
電 気 機 械

+11.536.5-29.425.054.456.6
一 般 機 械

+40.725.0-39.3▲ 15.723.60.0
輸 送 機 械

+35.822.3-22.0▲ 13.58.5▲ 10.3
その他製造業

（予想）

非製造業の業況判断BSI〈前年同期比〉

今回比7－9月前回比4－6月
2014年
1－3月

2013年
10－12月

調査時期
業種

+11.05.3-20.5▲ 5.714.819.3
非 製 造 業

-11.96.1-3.718.021.745.6

建 設 業 ・
不 動 産 業

+37.50.0-62.5▲ 37.525.014.3
運 輸 業

+15.05.0-16.5▲ 10.06.55.7
卸 売 業

+34.0▲ 7.5-49.2▲ 41.57.7▲ 2.0
小 売 業

+30.015.0-32.6▲ 15.017.631.2

旅館･ホテル
・ 飲 食 業

+2.116.4-5.714.320.014.9

サービス業
・ そ の 他

（予想）



生　産 … 持ち直している
　３月の鉱工業生産指数（2010年平均＝100）
は、季節調整値では103.4で前月比0.8％上昇。
はん用・生産用・業務用機械などの上昇により
２カ月ぶりのプラス。また、原数値でも前年比
13.0％上昇し、７カ月連続のプラス。
　在庫指数は105.5で、前月比5.6％低下し、３
カ月連続のマイナス。

個人消費 … 弱含みとなっている
　４月の大型小売店販売額（全店舗）は、前年
比1.9％減で、消費税率引き上げ前の駆け込み購
入の反動などから、３カ月ぶりのマイナス。
　５月の新車登録届出台数（乗用車＋軽自動車）
は、前年比3.3％減で２カ月連続のマイナス。普
通車、小型車がともに前年を下回っているが、
軽自動車は２カ月ぶりに前年を上回った。

　４月のやまぎん消費総合指数（2010年平均＝
100）は、調整後指数（速報値）が108.3とな
り、前年比3.0％上昇し、12カ月連続のプラス。
ただし、調整前指数は96.4で、４月としては
2009年以来５年ぶりの低水準となり、１年ぶ
りに前年比マイナスとなっている。 
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県内経済の動き

総じてみれば持ち直しの動きとなっているものの、消費税率引き上げ
の影響などにより、改善ペースは鈍化している。
　企業の生産活動は、持ち直している。一方、個人消費は、消費税率引き上げの影響もあ
り、弱含みとなっている。住宅建設は、駆け込み着工の一巡などから減少している。公共
工事は、総じてみれば増勢鈍化傾向となっている。こうしたなか、雇用情勢は、改善傾向
が続いている。

「やまぎん消費総合指数」の改定を行いました。詳
しい作成方法については、今月号トピックスおよ
び調査月報2012年８月号をご参照ください。12/4 7 10 13/1 7 10 4月

（％）

4 14/1

調整前
調整後
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やまぎん消費総合指数（前年比）

資料：当行作成
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個人消費関連指標（前年比）

資料：東北経済産業局、山形運輸支局

12/3 6 9 12 13/3 6 9 12 14/3月

（2010年=100）

在庫（県内）

生産（全国）

生産（県内）

在庫（全国）

80

90

100

110

120

130
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資料：県統計企画課

県内経済の基調判断



住宅建設 … 減少している
　４月の新設住宅着工戸数は、前年比22.9％減
となり、２カ月連続のマイナス。分譲住宅、給
与住宅は２カ月ぶりに前年比プラスとなったも
のの、主力の持ち家が前年比28.2％減、貸家が
同25.2％減となり、消費税率引き上げ前の駆け
込み着工が一巡したことなどから、ともに前年
を大きく下回った。

公共工事 … 総じてみれば増勢鈍化
　５月の公共工事請負額は、前年比8.1％減で２
カ月ぶりのマイナス。市町村発注工事はプラス
となったが、前年の反動もあり、国、県、独立
行政法人等がいずれも前年を下回った。
　2014年４月～５月（年度累計）の公共工事請
負額は、前年比23.8％増で、年度累計では25カ
月連続のプラス。

雇用情勢 … 改善傾向
　４月の有効求人倍率（パート含む常用・原数
値）は、前年比0.20ポイントプラスの0.94倍で、
50カ月連続のプラス。４月としては2006年以
来８年ぶりの高水準となった。また、新規求人
数は２カ月ぶりにプラスに転じ、新規求職者数
は７カ月連続で前年を下回るなど、雇用情勢は
改善傾向が続いている。

09調査月報 2014年 7月号
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持ち家 貸家 分譲住宅
給与住宅 前年比

4 14/1

資料：県建築住宅課

公共工事請負額（発注者別寄与度､年度累計、前年比）

有効求人倍率（パート含む常用・原数値）

資料：山形労働局職業安定部

国内経済の基調判断

新設住宅着工戸数（利用関係別寄与度、前年比）

有効求人数（前年比）

有効求職者数（前年比）

有効求人倍率
（右目盛）
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国 県 市町村 その他 前年比

資料：東日本建設業保証㈱山形支店

景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率引上げに伴う駆け込み需要
の反動により、このところ弱い動きもみられる。
　個人消費は、引き続き弱めとなっているが、一部に持ち直しの動きもみられる。設備投資は、増
加している。輸出は、横ばいとなっている。生産は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の
影響もあって、このところ弱含んでいる。企業収益は、改善している。企業の業況判断は、このと
ころ慎重となっているが、先行きは改善がみられる。雇用情勢は、着実に改善している。消費者物
価は、緩やかに上昇している。　 　　　　　　　　　　　　　（内閣府 月例経済報告 2014年６月）　
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主要経済指標

※生産指数・在庫指数は季節調整値、前年比は原指数比較

生　産
鉱工業在庫指数鉱    工    業    生    産    指    数  （2010年=100）
総    合情報通信機械食  料  品はん用・生産用・業務用機械電子部品・デバイス総    合

前年比前年比前年比前年比前年比前年比
％％％％％％
3.4103.4▲25.874.20.0100.019.8119.8▲ 2.297.8▲ 2.297.82011年
11.1114.923.291.4▲ 0.599.5▲13.0104.23.4101.10.398.12012年
1.4116.59.8100.4▲ 2.097.5▲13.190.5▲ 8.592.5▲ 2.495.72013年

▲ 0.2116.48.099.4▲ 5.795.3▲30.276.61.997.3▲ 7.791.62013年３月
0.9117.52.381.6▲ 3.594.3▲17.292.7▲ 2.694.1▲ 5.392.5４　

▲ 2.1113.514.9105.4▲ 4.295.3▲19.088.8▲ 8.692.9▲ 4.894.6５　
3.6118.6▲ 6.889.5▲ 5.195.0▲29.871.6▲19.383.5▲12.287.6６　

▲ 1.9113.88.295.84.4101.8▲12.685.8▲22.982.0▲ 3.693.1７　
0.6117.619.8103.22.1100.5▲16.1106.7▲23.680.9▲ 6.794.8８　
3.9115.811.7105.77.699.89.1105.6▲ 7.996.44.5101.2９　
2.5114.137.2122.20.499.428.3108.0▲ 0.198.110.0101.810　
1.9118.518.4116.3▲ 6.698.15.097.5▲ 7.296.21.499.911　

▲ 0.5118.818.7119.4▲ 4.397.87.5108.7▲ 7.398.35.1103.312　
1.0118.346.2115.7▲ 1.297.712.986.27.8103.211.5104.12014年１月

▲ 3.9111.729.0117.03.498.820.289.25.6104.59.1102.6２　
▲ 9.3105.5▲ 0.598.94.899.926.396.89.7106.713.0103.4３　

山形県統計企画課資料出所

消　費
やまぎん消費総合指数
（2010年=100）

新車新規登録・届出台数大型小売店販売額
（全店舗）産業用大口電力 軽自動車乗 用 車合　　計

前年比前年比前年比前年比前年比前年比需要量
％％台％台％台％百万円％千kWH

▲ 3.097.0▲15.618,625▲20.722,612▲18.541,2372.3142,606▲ 7.02,551,0102011年
3.099.935.525,22830.629,52432.854,752▲ 0.7141,595▲ 1.62,510,3272012年
4.9104.83.025,977▲ 6.327,655▲ 2.053,6321.6143,837▲ 2.82,440,1572013年

0.8104.9▲ 8.01,952▲14.91,761▲11.43,7132.411,699▲ 3.7196,0312013年５月
4.4100.1▲ 6.02,212▲15.52,325▲11.14,5377.412,093▲ 2.2209,809６　
6.7101.0▲ 7.42,150▲23.52,343▲16.64,4930.911,560▲ 5.7217,783７　
8.4102.20.41,695▲ 8.31,801▲ 4.33,4961.612,845▲ 5.3211,330８　
8.9102.530.02,4791.32,41514.04,8943.411,214▲ 6.8205,696９　
9.2102.818.92,04924.42,37921.84,4284.811,6781.0215,80610　
9.5104.428.12,34012.42,33519.84,6752.611,6424.3202,53511　
9.8111.838.81,79933.62,01236.03,8112.814,8820.7196,26412　
9.6112.336.72,26027.02,19031.84,450▲ 0.212,0091.7197,9692014年１月
7.8111.327.02,73418.02,94722.25,6813.210,8051.1192,546２　
5.9111.119.84,3805.34,42512.08,80513.614,0905.3214,567３　
3.0108.3▲ 7.11,708▲ 7.81,714▲ 7.53,422▲ 1.911,0971.0197,992４　
－－3.12,012▲10.31,579▲ 3.33,591－－－－５　

当行作成山形運輸支局東北経済産業局東北電力㈱山形支店資料出所

雇用・所得
一般職業紹介状況（パートタイム含む・常用）常用雇用指数

（2010年=100）
名目賃金指数
（2010年=100）

消費者物価指数
（山形市・2010年=100） 新規就職申込件数新規求人数有効求人倍率（原数値）

前年比前年比前年比前年比前年比前年比
％件％人ポイント倍％％％

▲ 4.881,76313.374,0180.120.56▲ 0.499.60.0100.10.0100.02011年
▲ 8.075,24920.188,8970.210.770.4100.0▲ 1.698.50.0100.02012年
▲ 3.672,5304.292,6400.090.860.9100.94.1102.50.6100.72013年

▲ 2.68,1785.47,9970.070.741.5101.22.388.0▲ 0.5100.32013年４月
▲ 2.16,3315.97,4840.070.750.0100.63.485.7▲ 0.3100.4５　
▲ 6.85,375▲ 3.87,1310.070.800.1101.01.2130.50.5100.4６　
1.95,7552.58,2150.040.840.6101.111.3116.20.9100.4７　

▲ 4.25,3688.17,9910.050.901.0101.03.493.91.0100.7８　
1.66,1001.78,0440.050.931.2101.33.589.21.3101.3９　

▲ 7.15,9440.68,4600.070.951.7101.43.489.01.5101.510　
▲17.14,7977.37,1060.120.961.8101.54.391.32.0101.411　
▲ 0.84,4520.76,4270.130.982.6101.95.8179.71.7101.712　
▲ 5.66,18915.09,2330.181.020.7100.5▲ 1.786.81.6101.92014年１月
▲ 4.06,0706.57,2970.181.02▲ 0.999.20.386.62.0101.7２　
▲12.46,440▲ 1.68,1820.180.990.0100.21.693.42.1101.8３　
▲ 8.67,47115.79,2520.200.94－－－－3.8104.2４　

山形労働局職業安定部山形県統計企画課資料出所
※５人以上事業所ベース
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建設投資
民  間  建 築 着 工 床 面 積新  設  住  宅  着  工  戸  数

非居住用居 住 用分譲住宅＋給与住宅貸　　家持 ち 家合　　計
前年比前年比前年比前年比前年比前年比

％㎡％㎡％戸％戸％戸％戸
▲18.6385,4699.9583,094▲39.3235▲ 3.51,10018.53,0015.14,3362011年
15.8446,1983.8605,22651.935715.71,2732.83,0868.84,7162012年
35.5604,77324.3752,10836.748822.01,55323.93,82324.35,8642013年

33.626,36736.076,244▲43.93211.915141.437622.15592013年４月
173.885,57547.672,781128.632132.712843.137261.7532５　
118.4114,3802.870,262▲ 3.032151.5171▲ 4.335318.3556６　
18.070,72817.279,69630.052▲22.314622.94088.2606７　
105.968,9976.864,446112.053▲31.860▲ 0.6336▲ 0.4449８　
43.668,20825.275,37190.03824.615229.140830.6598９　
▲18.439,34841.276,54140.04212.915851.838438.158410　
▲11.725,98426.969,38425.03545.822326.534432.960211　
38.954,12132.061,86872.7579.415125.129423.650212　
▲23.813,793▲ 9.126,248▲15.051▲46.1486.3135▲15.22342014年１月
59.233,97326.038,224225.06542.41318.516636.6362２　
47.117,105▲21.136,568▲57.115184.491▲29.5189▲11.9295３　
20.031,646▲27.055,66150.048▲25.2113▲28.2270▲22.9431４　

国土交通省資料出所

金融 ほか
酒田港輸出入額企　 業　 倒　 産県内金融機関預貸金残高

輸　　入輸　　出金　　額件　　数貸出金預　金
前年比前年比前年比前年比前年比末残前年比末残

％百万円％百万円％百万円％件％億円％億円
9.870,739▲ 6.436,822▲11.68,630▲36.8602.123,6184.242,2122011年
4.774,06216.943,03717.910,1731.7611.623,9963.743,7792012年
18.387,624▲ 1.942,23244.614,70721.3742.224,5243.745,4062013年

10.17,388▲ 1.93,435▲81.1112▲60.022.723,8583.843,9492013年５月
14.17,057▲ 9.74,133107.74,43850.063.123,9944.245,155６　
53.38,230▲15.93,090▲42.84130.052.423,9014.044,609７　
▲ 2.36,965▲12.23,53014.8505▲33.342.823,9844.344,798８　
32.97,098▲ 2.83,459226.91,60550.092.324,2544.044,727９　
25.37,0166.43,978▲48.1305▲16.752.124,0673.944,36710　
23.57,6445.83,8301,416.21,774266.7112.424,1853.845,00811　
94.79,39616.13,915958.21,29133.342.224,5243.745,40612　
28.08,07237.64,044743.81,62016.772.224,2342.844,6242014年１月
▲ 4.16,99442.14,013▲69.750▲60.022.024,2222.144,657２　
3.58,0278.53,765▲ 3.0592▲50.04－－－－３　
9.76,00620.84,38575.85,7970.09－－－－４　
－－－－319.647050.03－－－－５　

酒田税関支署東京商工リサーチ㈱ 山形支店日本銀行山形事務所資料出所

公共投資
宿泊旅行統計公 共 工 事 請 負 額
延べ宿泊者数独立行政法人 他市町村県国年度累計合計

前年比前年比前年比前年比前年比前年比
％人％百万円％百万円％百万円％百万円％百万円
－5,430,380▲16.318,046▲18.337,826▲ 4.634,639▲ 4.438,544▲10.7129,0582011年度（年）
2.45,559,550▲ 4.217,28045.354,96732.745,9553.840,00522.6158,2092012年度（年）
－－39.224,05032.772,9618.649,89353.261,30331.6208,2092013年度（年）

5.7449,75036.75,3285.05,962108.89,889107.012,28465.333,4652013年５月
▲ 2.7473,17029.48,202▲10.813,50378.513,792141.421,60449.757,104６　
▲ 5.7507,48018.710,3903.323,26173.021,65892.131,93144.487,243７　
5.7690,74021.812,4837.634,25361.127,17281.638,96040.4112,870８　

▲ 3.7451,95051.016,86921.844,70237.532,79184.646,83345.4141,198９　
▲ 7.7495,93073.119,66833.758,10914.937,73378.449,54443.0165,05710　
▲ 6.7423,94063.720,13839.865,00912.341,63177.051,47642.7178,25611　
0.1411,52059.921,07936.067,78812.843,54875.853,21040.7185,62712　
－－53.921,28538.870,65112.445,62572.853,56140.2191,1242014年１月
－－50.521,76436.971,08913.347,02157.554,72536.4194,601２　
－－39.224,05032.772,9618.649,89353.261,30331.6208,209３　
－－186.34,635219.24,20916.88,86379.45,39670.723,105４　
－－28.76,85682.310,8673.110,1929.913,50123.841,418５　

観光庁資料より当行作成東日本建設業保証㈱ 山形支店資料出所

観　光

※実質預金＋CD

※宿泊旅行統計は年計
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＜やまぎん＞ 国際ビジネスセミナー
～台湾とのビジネス連携～

「台湾の経済動向と産業の連携について」（仮）

「日台観光サミット」の山形開催が決定するなど、注目度が増す「台湾」でのビジネス展開について、
中國信託商業銀行との共催により、最新情報を提供するセミナーを開催いたします。

第一部
【講師】台北駐日経済文化代表処　副代表　余　吉政 氏

「中國信託商業銀行を活用した台湾とのビジネス連携」（仮）
第二部 【講師】中國信託商業銀行　東京支店

　　　　　　　　フィナンシャルアドバイザリー部　次長　大槻 正孝 氏

【お問い合わせ】山形銀行　営業支援部　担当：荒川　　TEL：023－634－7328［平日９：00～17：00］

9／2（火） 14：00～16：00（受付開始13：30）開催日時

パレスグランデール  ２階「グランデール」（山形市荒楯町1-17-40）会　　場

参 加 費 無料　※事前のお申し込みが必要です。




